
東京ハンドセラピィ研究会主催 T-HANDs ワークショップ 2026 

『The Dynamic』−早く・正しく・美しく− 

のご案内 
                    

 本年も東京ハンドセラピィ研究会主催の T-HANDs 勉強会を，酒井医療株式会社協賛の元，下記の通り
開催する運びとなりました。 
 ⽇頃の臨床では 静的スプリント（static splint）は作製することもあるが、動的スプリント（Dynamic 
Splint）の作製には難易度が⾼いと感じていることが多いのではないでしょうか？ Dynamic Splint はどう使
ったらいいのか？ どのような Dynamic Splint の適応は何か？ 作製⽅法がわからない、作製に時間がかかる
のではないか？ という懸念から作製に躊躇することも少なくないはずです。そこで 今回は，ダイナミックス
プリントに必要な知識と作製スキルを学び、作製実習を⾏うことで，実践的なダイナミックスプリントのテク
ニックを学ぶことを⽬的とした研修会を⾏います。ダイナミックスプリントをいかに『早く』，⽬的に合わせて
『正しく』，しかも対象者に満⾜してもらえるよう『美しく』作製できることを体験しましょう。 
 

記 
 

1. 講習会名：東京ハンドセラピィ研究会主催 スプリントワークショップ 2026 

『The Dynamic』−早く・正しく・美しく− 

2. ⽇  時：2026 年 5 ⽉ 24 ⽇（⽇） 9：30〜17：00（受付 9：0０） 
3. 場    所：酒井医療株式会社 東京営業所 （東京都新宿区⼭吹町 358-6） 
4. 内  容：プログラム参照 
5. 対  象：作業療法⼠・理学療法⼠  
6. 定  員：20 名 ＊定員になり次第締め切り 

参 加 費：⼀般 8,000 円，会員*5,000 円（いずれも,テキスト・材料費含む  
     ＊東京ハンドセラピィ研究会会員 

＊本セミナーは，書籍「ハンドスプリントの実際〜早く・正しく・美しく〜」を 
参考資料として⽤いています． 
希望される⽅は会場にて購⼊可能です。（税込み 4500 円） 
 

7. 募集期間：2026 年 4 ⽉ 13 ⽇（⽉）〜2026 年 5 ⽉ 18 ⽇（⽉）  

8. 応募要領：メールにて応募要領の内容を申し込み先に送信してください。 
⼀週間以内に応募受領メールを送信いたします。 
⼀週間以内に返信がない場合は，下記の問合せ先までご連絡下さい。 
メールには以下の内容を明記して送信してください。 
各個⼈ごとに応募してください。 

 
 
 
 



 ＜応募要領内容＞  
１）  ⽒名  
２）  フリガナ 
３）  所属施設  
４）  職種  
５）  所属先住所  
６）  メールアドレス（書類送付の関係上原則として携帯電話不可）  
７）  ハンドセラピィ経験年数   
８）  書籍「ハンドスプリントの実際〜早く・正しく・美しく〜」の購⼊希望の有無 

 
＜申し込み先・問合せ先＞  

東京慈恵会医科⼤学附属柏病院  ⽥⼝健介  
Mail：tokyo.handtherapy@gmail.com 

 
＜プログラム＞ 

9:00- 受付開始 
9:25- 開 会 式 
9:30-10:10 
（40 分） 

1．『The Dynamic』を知ろう 
① ダイナミックスプリントとは？ その構造・仕組み 
② ダイナミックスプリントの実際 

講師：稲熊 成憲OTR，成⽥ ⼤地OTR，他 

10:10-10:20 休  憩 
10:20-11:20 
（60 分） 

2．ダイナミックスプリント作製デモンストレーション 
PIP 関節伸展を⽬的としたダイナミックスプリントの作製⼿順について 
デモンストレーションを⾏いながら解説します 

                講師：仲⽊ 右京OTR 
11:20-11:30 休  憩 
11:30-12:10 
（40 分） 

３．PIP 関節伸展スプリントの作製実習 
基本的なダイナミックスプリントの作製を体験 

講師：仲⽊右京OTR  補助：成⽥ ⼤地OTR 
12:10-13:10 昼 休 憩 
13:10-13:50  
(40 分) 

４．ワイヤーを⽤いたダイナミックスプリントのデモンストレーション 
① カペナースプリント 

講師：仲⽊右京OTR  補助：成⽥ ⼤地OTR 
13:50-14:50  
(60 分) 

② カペナースプリント作製実習 
講師：仲⽊右京OTR  補助：成⽥ ⼤地OTR 

14:50-15:00   休  憩 
15:00-15:40 
 (40 分) 

③ スパイダースプリントのデモンストレーション 

15:40-16:40 
 (60 分) 

④ スパイダースプリント作製実習 

16:40- 総  括 



＜書籍のご案内＞ 

ハンドスプリント選択のヒントを得たい
限られた時間内で効率よく作製できる
コツをつかみたい
目的に対して正しく、対象者から受け入
れられる美しいスプリントが作製したい
後進育成でスプリントの教え方に困って
いる

本書は、疾患解説をコンパクトにまとめ、それを受
けて、必要なスプリントはなにか、作製のコツ、ス
プリンティングプログラム、フィッティングチェック
のポイントについてわかりやすく解説してあります。
手外科臨床33年の田中利和医師と、この道40年
の匠の技をもつ仲木右京作業療法士だからこそ生
み出すことができた、臨床現場でいま、すぐ活用
できるノウハウが詰まった一冊です。

B5判／フルカラー／168頁／4,500円+税／電子版付
ISBN 978-4-7849-0218-7

電話：03-3292-1555　ホームページ：https://www.jmedj.co.jp日本医事新報社

医療法人社団よりそう手
柏Handクリニック 院長
医療法人社団よりそう手
柏Handクリニック 作業療法士

田中利和
仲木右京

ハンドスプリントの実際
早く・正しく・美しく
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スプリント作製

スプリントの作製方法は，型紙を作製する型紙法と，大まかに採寸（メジャーリング）
して，その長さにスプリントシートを裁断し，軟化させ，直接手に乗せて成型（モール
ディング）する直接法がある。臨床現場では限られた時間内にスプリント作製が必要と
なるため，直接法によるスプリント作製方法が適している。直接法についての作製手
順は次の通りである。
メジャーリング：measuring
装着する部位の大まかな採寸をする。作製するスプリントによって採寸する部位が

決まる。たとえば，手関節を固定する半周型のスプリントの場合，示指から小指まで
の手掌幅と中指と環指の指間腔から前腕1／2までの長さを計測する。実際に計測した
手掌幅に4～5cmを足した値を横辺の長さ，手掌の長さに前腕1／2の長さを合わせた
ものを縦辺の長さとする（図11）。
カッティング：cutting
横辺の長さ（図12のX）と縦辺の長さ（図12のY）の長方形片を切り出す。作製する
スプリントによっては，必要な切り取り線をシートに描いておく。

図11　メジャーリング
規定の部位の長さを採寸する。

図12　カッティング
採寸した値をもとにスプリントシートを大まかな四角
形に裁断し，必要な場合は作図をし，いったん軟化
させて切り取っておく。

X

Y

211 骨折　 1 橈骨遠位端骨折

ストラップ材は通常の面ファスナーを用いる。また，母指と示指の指間腔に当たり
を生じる場合があるので，クッション材などで保護しておく。加えて，装着感を良好
にするためスプリントと皮膚とのインターフェースとして，ストッキネットなどのチ
ューブ包帯を用いる。

作製手順

メジャーリング：measuring（図7）
中手指節関節（metacarpophalangeal joint；MP関節）部の周径，前腕部2／3近

位の周径をそれぞれ測り，周径の大きいほうの値をXcmとする（図7A）。次に，中指
と環指の指間腔から手関節皮線までの長さ（手掌長）および前腕長を計測する。前腕の
長さの半分の値に手掌長を加えた値をYcmとする（図7B）。

図7　メジャーリング

MP関節部の周径（a），前腕部2／3近位の周径（b）を
それぞれ測り，周径の大きいほうの値をXcmとする。

中指と環指の指間腔から手関節皮線までの長さ（手掌
長）（c）および前腕長（d）を計測する。前腕長の半分
の値（1／2d）に手掌長（c）を加えた値をYcmとする。
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58 2章　疾患別（症状別）スプリントの実際

図6　トーマススプリント

図5　スパイダースプリント

A B背側手関節スプリント 後骨間神経麻痺例

図4　背側手関節スプリント＋手指伸展，母指外転伸展アタッチメント

A：背側手関節スプリント
B：アウトリガーベース
C：伸展ユニット（①wire outrigger，②coil wire）

C①

C②

B A
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